
『
平
城
宮
木
簡
　
四
』
の
刊
行

平
叛
官
跡
出
土
木
簡
の
正
報
告
書
と
し
て
の
第
四
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
昭
和
四

一
年
に
官
の
東
南
隅
で
実
施
さ
れ
た
第
三
二
次

補
足
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
同
調
査
で
は
官
の
南
を
限
る
大
垣

の
北
を
流
れ
る
東
西
濤
か
ら

一
万
三
千
点
を
こ
え
る
大
量
の
木
簡
が
出
土

し
た
。
削
暦
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と
は
い
え
、
式
部
省
で
行
わ
れ
る
考

課

。
選
叙
の
関
係
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。
す
で
に

『
平
城

官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑭
』
の
中
に
釈
文
の
一
部
が
略
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
正
報
告
書
に
あ
た
る
。
同
調
査
の
一
万
三
千
点
余
の
木
簡

を

一
冊
で
ま
と
め
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
三
分
冊
に
分
け
て
刊
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
『
平
城
宮
木
簡

四
』
は
そ
の
第

一
分
冊
で
あ
る
。
約
二
千

五
百
点
の
木
簡
の
写
真
図
版
と
別
冊
の

「解
説
」

よ
り
な
り
、
「解
説
」

に
は
遺
構
の
概
要

・
考
選
木
簡
の
分
析

・
釈
文
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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本
文
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